
 

 

 

 

 

映像記録検証 全国調査の処理結果 

 

１ 調査結果 

令和４年１２月５日から同月１２日までの間を対象に、全国の矯正施設（２５７施

設）に設置された昼夜居室棟廊下監視カメラ等の映像記録の検証結果に基づき実情調

査を実施。 

〇 被収容者に対する不適切な言動  

１４施設４６名（全体で１２２件）   

・ 刑事施設 １１施設４２名（１０８件） 

    ・ 少年院   １施設 ２名（  ４件） 

    ・ 鑑別所   ２施設 ２名（ １０件） 

 

２ 処理結果 

調査の結果、被収容者の身体に対して暴行等の不適切な実力行使に及んだ事案は認

められず、行為の動機、経緯、態様等に鑑みて、懲戒処分の対象とはせず、監督上の

措置又は口頭指導を行った。 

〇 監督上の措置を講じたもの（１５名） 

・ 「訓告」相当        ３名（３６件） 

・ 「厳重注意」相当      ３名（１１件） 

・ 「注意」相当        ９名（２２件） 

 〇 その他監督上の措置に至らなかったもの（３１名） 

・ 「口頭指導」相当     ３１名（５３件） 

         

（行為内訳） 

・ 土足での居室への立入り         ５２件（２４名） 

・ 居室扉等を足で蹴ったり物で叩く行為   ２６件（ ８名） 

・ 相手を不快にさせるような言動           ２４件（１３名） 

 ・ 通常とは異なる時間帯の電灯の明滅     ７件（ １名） 

・ 衣類等の投入れ              ３件（ ２名） 

・ 報知器の細工               ２件（ １名） 

・ 身体に対する不適切な接触         １件（ １名） 

・ その他                  ７件（ ５名） 

 

令和５年６月７日  

 矯 正 局  
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